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第３回研修会のご案内 
 

拝啓 時下益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
 さて、今般、名古屋大学の鈴木將文先生をお招きして、下記の内容についてご講演頂く

ことに致しました。参加をご希望の方は、申込書に必要事項をご記入の上、１０月７日（木）

までにＦＡＸまたは eメールにてお申し込み下さい。皆様のご参加をお待ちしております。 

 なお本研修は、テレビ会議システムを利用して東海支部室より中継して実施致します。 

 また、日本弁理士会の継続研修として実施し（単位認定申請中）、所定の申請をすると外

部機関研修として単位が認められる予定です（予定単位数：２単位）。なお、遅刻・早退・

中座をされると、単位認定の対象とはなりませんので、十分ご注意ください。 

敬具 

 

記 

 
テーマ 『公序良俗を害するおそれのある商標（商標法４条１項７号）の解釈について』 
 

 商標法４条１項７号の定める「公の秩序又は善良の風俗を害するおそれのある商標」につ

いては、従来から、いわゆる「悪意の出願」を同号に読み込むことの是非等が議論されてき

たが、最近、知財高裁において同号を限定的に適用するとの立場に立つ判決（平１９（行ケ）

１０３９１号、平成２２（行ケ）１００３２号）が出される等、注目すべき動きがある。 

 そこで、本研修では、同号の実務及び学説を振り返り、その適切な運用のあり方について

検討することとしたい。 

 

講 師  鈴木 將文 先生（名古屋大学大学院法学研究科教授） 

日 時  平成２２年１０月１４日（木） 午後６時３０分～８時４０分 

場 所  弁理士会館地下 Ｂ１－Ａ・Ｂ会議室 

会 費  同友会会員１０００円 非会員３０００円（昨年度合格者１０００円） 

 

-------------------------------------ｷﾘﾄﾘ不要--------------------------------------------------------------------------- 

研 修 会 申 込 書 

研修委員長 山田 武史宛 ＦＡＸ：０３－３５８７－２３８８ 
             E-Mail: t-yamada@patent.wpa.co.jp 
  １０月１４日（木）の第３回研修会（東京会場）に参加を申込みます。 

 

                                  ご氏名           （会員・非会員） 

 

                                  登録番号 

 

                                  連絡先TEL 

 

                                  E-Mail 


